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上記以外の予算事業 ※　施策番号900番、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などの評価対象外事業はこちらに記入。

事業名 所管室課 事業名

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

所管室課

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

施設管理や教室のプログラムサービスを行い、健康づくりや生涯スポーツ振興の場とし
て幅広い層に利用されている。
 　施設や設備・機器の老朽化が進んでおり、安定的な運営のためには、財源確保も含
め、計画的な維持補修により施設の長寿命化を図る必要がある。

平成 30 年度

継続

実施区分

⑥ 目俵市民体育館管理事業
文化スポーツ推進

室
指定管理者制度により、目俵市民体育館の運営および維持管理を行
う。

事業の一部が法
定事務

（千円）

132,736
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

施設管理や教室のプログラムサービスを行い、健康づくりや生涯スポーツ振興の場とし
て幅広い層に利用されている。
 　施設や設備・機器の老朽化が進んでおり、安定的な運営のためには、財源確保も含
め、計画的な維持補修により施設の長寿命化を図る必要がある。
　平成30年度の自然災害に伴い、罹災した第1体育室第2体育室の修繕が必要である。

平成 30 年度

継続

実施区分

⑤
北千里市民体育館管理事

業
文化スポーツ推進

室
指定管理者制度により、北千里市民体育館の運営および維持管理を
行う。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

76,064
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

施設管理や教室のプログラムサービスを行い、健康づくりや生涯スポーツ振興の場とし
て幅広い層に利用されている。
 　施設や設備・機器の老朽化が進んでおり、安定的な運営のためには、財源確保も含
め、計画的な維持補修により施設の長寿命化を図る必要がある。

平成 30 年度

継続

実施区分

④ 片山市民体育館管理事業
文化スポーツ推進

室
指定管理者制度により、片山市民体育館の運営および維持管理を行
う。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

98,899
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

施設管理や教室のプログラムサービスを行い、健康づくりや生涯スポーツ振興の場とし
て幅広い層に利用されている。
 　施設や設備・機器の老朽化が進んでおり、安定的な運営のためには、財源確保も含
め、計画的な維持補修により施設の長寿命化を図る必要がある。

平成 30 年度

継続

実施区分

③
南吹田市民体育館管理事

業
文化スポーツ推進

室
指定管理者制度により、南吹田市民体育館の運営および維持管理を
行う。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

84,045
※課題があるものは■

事業名 所管室課

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成30年度の自然災害の影響により、罹災した施設の修繕を実施しましたが、修繕を
実施できていない施設があるため、早急に設計業務及び修繕を実施することが必要と
なります。

平成 30 年度 縮小又は
再構築な

ど

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

② 市民体育館災害復旧事業
文化スポーツ推進

室
大阪府北部地震による罹災の復旧に係る経費

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

51,205
※課題があるものは■

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

　施設管理や教室のプログラムサービスを行い、健康づくりや生涯スポーツ振興の場と
して幅広い層に利用されている。
 　施設や設備・機器の老朽化が進んでおり、安定的な運営のためには、財源確保も含
め、計画的な維持補修により施設の長寿命化を図る必要がある。
　平成30年度の自然災害に伴い、罹災した第1体育室の修繕が必要である。

平成 30 年度

継続

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

① 山田市民体育館管理事業
文化スポーツ推進

室
山田市民体育館の維持管理

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

96,091
※課題があるものは■

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート

723 施策 地域におけるスポーツの振興

市民体育館事業 枚のうち 枚目

施策コード

管理事業　　　　　　　　　　　　　　

評価対象年度 平成３０年度

1


